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蒸気入口

メカニカルシール

     程度までの室温上昇で
あれば、機能上問題はない。

      程度までの水温上昇であ
れば、機能上問題はない。
万が一機能低下し蒸気側（タービ
ン排気室）に水の微少漏えいが生
じてもポンプの運転に影響はない。

流量検出器

ベンチュリ差圧による検出であるの
で      程度までの室温上昇であ
れば、機能上問題はない。

室内に設置される電動弁用電
動機シールパッキン/電源ケー
ブル、振動検出器信号ケーブ
ル等

      程度までの室温上昇で
あれば、機能上問題はない。

現場計器

      程度まで
の室温上昇で
あれば、機能上
問題はない。

ベンチュリ出口配管等
小口径配管フランジシール（渦巻きガスケット）

     程度までの水温上昇であれば、機能上
問題はない 振動/速度検出器

     程度までの水温上昇及び 程度まで
の室温上昇であれば、機能上問題はない。

小口径配管

      程度までの水温上昇である
と、配管ルートの改造（設計変更）が
必要（バランスリターンライン）

      程度では作
動上問題ないと判
断されるがシール
メーカによる保証
又は確認が必要あ
る

圧力ガバナーピストンシール

現設計の最高使用温度120℃に対する実力評価（ポンプメーカの見解）

環境温度（室温）の上昇

内包流体の温度上昇

過速度トリップボルト

【凡例】
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程度までの水温上昇で
あれば、機能上問題はない。
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